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こゆりこども園が開園 Ｐ２～Ｐ３
Ｐ４ 　未来を創るまちの予算

Ｐ８ 　まちの話題
　　　 町内各校入学式  ほか

Ｐ10　まちからのお知らせ＆ニュース
　　　 町職員の人事異動、地域おこし協力隊着任  ほか

報広報にしあいづ
May．2017（平成29年） №703

ハ ン グ リ ―「Hungry」（おなかすいた！）
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主
な
事
業
経
過

２
０
１
３
【
平
成
25
年
】

11
月　

ニ
ー
ズ
調
査

２
０
１
４
【
平
成
26
年
】

１
月　

�

第
１
回
子
ど
も
・
子
育
て

会
議

９
月　

�

第
１
回
保
育
施
設
整
備
等

審
議
会

10
月　

同
審
議
会
視
察
研
修

11
月　

�

第
４
回
保
育
施
設
整
備
等

審
議
会[

基
本
方
針
等
に

つ
い
て
答
申]

２
０
１
５
【
平
成
27
年
】

４
月　

�

第
１
回
認
定
こ
ど
も
園
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

６
月　

�

認
定
こ
ど
も
園
用
地
・
調

印
式

９
月　

�

杉
材
寄
贈
申
込
受
付
開
始

10
月　

地
元
産
材
活
用
事
業
着
手

　
　
　

敷
地
造
成
工
事
着
工

　
　
　

実
施
設
計
業
務
着
手

２
０
１
６
【
平
成
28
年
】

６
月　

園
舎
新
築
工
事
着
工

　
　
　

�

認
定
こ
ど
も
園
の
名
称
を

公
募

９
月　

�

名
称
決
定
「
西
会
津
町
こ

ゆ
り
こ
ど
も
園｣

12
月　

�

外
構
舗
装
工
事
・
外
構
整

備
工
事
着
工

２
０
１
７
【
平
成
29
年
】

３
月　

�

認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事

竣
工

開園式・くす玉割り

木
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
園
舎

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
が
開
園

西
会
津
町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
は
、
保
育
と
教
育
を
一
体
的
に
担
う
認
定

こ
ど
も
園
と
し
て
の
機
能
に
加
え
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
た
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
で
す
。

町
で
は
、
平
成
25
年
に
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
設
置
に
向
け
た
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

｢

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
や
「
保
育
施
設
整
備
等
審
議
会
」
な
ど
の
各

種
会
議
等
で
そ
の
必
要
性
を
話
し
合
い
、
協
議
を
重
ね
、
保
護
者
へ
の
説

明
会
を
経
て
平
成
27
年
10
月
か
ら
本
格
的
な
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
園

舎
の
設
計
に
は
会
議
等
の
委
員
や
保
育
士
の
声
を
取
り
入
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
使
い
や
す
い
よ
う
ロ
ッ
カ
ー
や
手
洗
い
場
の
高
さ
な
ど
を
配
慮
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
て
本
年
３
月
７
日
に
完
成
し
た
園
舎
は
、
木
の
温
も
り
に
あ
ふ

れ
、
柔
ら
か
な
日
の
光
が
差
し
込
む
魅
力
的
な
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
こ

ゆ
り
こ
ど
も
園
は
４
月
２
日
に
開
園
し
、
５
日
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
通
っ
て
い
ま
す
。
園
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
子
育
て
に
魅
力
や

喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
で
き
め
細
や
か
な
保
育
・
教
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
西
会
津
町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
事
業
経
過
や
園
舎
の
概

要
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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事業費（平成29年３月６日現在） ※起債は元利償還金の70％が地方交付税に算入される過疎対策事業債を活用
整備施設 事 業 費 補 助 金 起　　債 一般財源

用 地 購 入 ・ 補 償 費 3,609万円 0万円 3,600万円 9万円 
敷地造成・測量設計 5,341万円 0万円 5,340万円 1万円 
地 元 産 材 活 用 事 業 3,451万円 0万円 0万円 3,451万円 
園舎建築・設計監理 ６億3,084万円 

２億874万円 ４億5,870万円 1,680万円 
木 材 購 入 5,339万円 
外 構 工 事 7,582万円 0万円 7,070万円 511万円 
合 計 ８億8,406万円 ２億874万円 ６億1,880万円 5,652万円 

園舎外観感謝状贈呈

感謝状贈呈者［敬称略］
◎用地提供者
　長谷川　尚　子　　　長谷川　英　雄
　斎　藤　　　一　　　齋　藤　ナ　オ
　新　田　博　美　　　鈴　木　　　修
　五十嵐　瑞　枝　　　山　口　貞　二
　井　上　キヨ子　　　齋　藤　　　哲
　秦　　　安　延　　　森　田　隆　子
　齋　藤　久　代
◎園舎建築用杉材寄贈
　青　木　キヨ子　　　沼　澤　文　彦
　野　口　圭　一　　　伊　藤　てる子
　清　野　俊　輔　　　渡　部　ミツイ
　齋　藤　一　徳　　　佐　藤　新　一
　田　崎　宗　作　　　新井田　　　大
　武　藤　久　雄　　　佐　藤　百太郎
　五十嵐　茂　子　　　齋　藤　　　哲
　鈴　木　寛　子　　　原 町 財 産 区
◎備品寄贈
　髙　橋　　　至
　川口タンス店代表　　川　口　良　平
　西会津ライオンズクラブ

園舎概要
　構　　造／木造平屋建て（準耐火構造）
　規　　模／建築面積1,898㎡
　　　　　　延床面積1,793㎡
　内　　容／０～５歳児保育室、遊戯室、調理室、
　　　　　　子育て支援室、病後児保育室、放課後
　　　　　　児童クラブ室、相談室など
　空調設備／木質ペレットボイラー　１基
　　　　　　灯油ボイラー　１基
　　　　　　床暖房（廊下）、床吹き出し暖房、
　　　　　　壁掛け型エアコン（各室）
屋外環境
　規　　模／園庭面積2,171㎡
　遊　　具／木製遊具、鉄棒、ブランコなど

写真＝こゆりこども園の通園風景（４月18日撮影）
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国
の
動
き

　

安
倍
内
閣
は
こ
れ
ま
で
、
長
く
続
い
た

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
経
済
の

再
生
を
最
優
先
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
「
三
本

の
矢
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
誰
も
が
生
き
が

い
を
持
ち
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向

け
、｢

新
・
三
本
の
矢｣

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０

兆
円
、
希
望
出
生
率
１
・
８
％
、
介
護
離

職
者
ゼ
ロ
）
に
沿
っ
た
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
29
年
度
は
「
経
済
・
財
政

再
生
計
画
」
の
２
年
目
で
も
あ
る
た
め
、

国
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
聖
域

の
な
い
徹
底
し
た
事
業
の
見
直
し
を
図
り

な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な

ど
災
害
か
ら
の
復
興
と
い
っ
た
重
要
な
政

策
に
つ
い
て
は
予
算
を
確
保
し
つ
つ
、
経

済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
目
指
し

た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
国
の
平
成
29
年
度
予
算
は

過
去
最
大
の
97
兆
４
，
５
４
７
億
円
と
な

り
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
は
昨
年
度
よ

り
２
・
２
％
減
の
16
兆
３
，
２
９
８
億
円

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
に
と
っ

て
は
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

町
の
予
算
編
成
方
針

　

平
成
29
年
度
は
、
役
場
新
庁
舎
整
備
や

小
学
校
プ
ー
ル
建
設
工
事
、
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
工
事
な
ど
大
規
模

事
業
を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
活

力
再
生
に
重
点
を
置
い
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
事
業

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
町
民
生

活
に
密
着
し
た
事
業
や
町
の
発
展
に
つ
な

が
る
事
業
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
政
策
的
な
事
業
を
優
先
す
る
と
と
も
に
、

｢

み
ん
な
の
声
が
響
く
ま
ち 

に
し
あ
い
づ｣

　

町
で
は
、｢

み
ん
な
の
声
が
響
く
ま
ち 

に
し
あ
い
づ
」
を
基
本
理
念
に
、｢

西
会
津
町
総

合
計
画
」
や
町
の
憲
法
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が
目
指
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
定
住
促
進
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
総
合
的
か
つ
強
力
に
推
進
し
、｢

住
ん

で
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
町
へ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
役
場
新
庁
舎
整
備
事
業
や
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
事
業
、｢

西
会
津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
地
域

の
活
力
再
生
に
重
点
を
置
い
た
特
色
あ
る
事
業
を
盛
り
込
み
、
総
額
64
億
７
，
０
０
０
万
円

と
い
う
過
去
最
大
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

未
来
を
創
る

�
ま
ち
の
予
算

用語解説　一般会計：町の基本となる会計。福祉や土木、教育など一般的
な事業を行う。依存財源：国や県などから交付されるお金。自主財源：町
が自ら収入できるお金。地方交付税：一定水準の行政サービスができるよ
う自治体の財政状況に応じて国から交付されるお金。町債：道路改良や施
設整備などを行う際にその資金として長期的に借り入れるお金。また、財
源不足を補うため地方交付税の代わりに借りるお金。繰入金：基金(積立
金)や特別会計から入るお金。

地方交付税
26億4,650万円
40.9％
（＋6,962万円）

依存財源
73.0％

自主財源
27.0％

町  債
9億4,520万円
14.6％
（＋1億2,830万円）

国庫支出金
4億8,585万円　7.5％

（－4,774万円）

県支出金
4億3,549万円　6.7％
（－2億8,365万円）

繰入金　8億7,660万円　13.6％
（＋2億3,060万円）

町  税　5億8,094万円　9.0％
（＋535万円）

使用料・手数料
1億5,085万円　2.3％

（＋27万円）

その他
1億3,857万円　2.1％
（－2,615万円）

その他
2億1,000万円　3.3％

（－360万円）

歳入

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
64
億
７
，
０
０
０
万
円
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振
興
と
人
材
の
育
成
」
と
し
て
、
西
会
津

高
校
の
活
性
化
を
図
る
た
め
通
学
費
や
卒

業
後
の
修
学
費
を
補
助
す
る
ほ
か
、
小
・

中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、｢

地
域
経
済
の
活
性
化
」
と
し
て
、

西
会
津
高
校
の
生
徒
ら
を
中
心
と
し
た
商

品
開
発
の
支
援
や
、
菌
床
栽
培
用
ハ
ウ
ス

整
備
事
業
、
ま
ち
な
か
へ
の
誘
客
に
向
け

た
野
沢
ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
を
行
い
ま

す
。｢

健
康
づ
く
り
と
安
全
・
安
心
」
と
し

て
は
、｢

健
康
が
い
ち
ば
ん
！
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
、

各
種
健(

検)

診
事
業
、
予
防
接
種
事
業
の

推
進
に
加
え
、
町
縦
貫
道
路
や
町
道
野
沢

安
座
線
の
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
修
繕
な
ど
、

生
活
道
路
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
の
主
な
事
業
は
６

～
７
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
等

　

町
で
は
一
般
会
計
の
ほ
か
、
10
の
特
別

会
計
等
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
平
成
29
年
度
予
算
総
額
は
34
億
７
，

５
５
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
等
で
は
、
住
宅
団
地
の
分
譲

や
上
下
水
道
の
整
備
・
運
営
の
ほ
か
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
な
ど
の
運
営
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
快
適
な
暮
ら
し
と
健
康
を
守
っ
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
会
計
ご
と
の
予
算
額
は

７
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

を
基
本
理
念
と
し
た
「
西
会
津
町
総
合
計

画
」
と
、
町
の
憲
法
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
が
目
指
す
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
限
ら
れ
た
財

源
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

重
点
施
策
と
重
点
目
標

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
の
将
来

展
望
を
共
有
し
な
が
ら
定
住
促
進
と
交
流

人
口
の
拡
大
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

｢

住
ん
で
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
町
へ｣

を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
重
点
施
策
と
し

て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度

か
ら
引
き
続
き
、
平
成
29
年
度
も
「
教
育

の
振
興
と
人
材
の
育
成
」｢

地
域
経
済
の

活
性
化
」｢

健
康
づ
く
り
と
安
全
・
安
心｣

の
３
点
を
重
点
目
標
と
し
、
各
種
事
業
を

着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業

　

平
成
29
年
度
は
、
新
規
事
業
と
し
て
前

述
の
大
規
模
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
子

育
て
支
援
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、

２
人
目
以
降
の
保
育
料
無
料
化
に
加
え
新

た
に
第
１
子
の
保
育
料
を
半
額
と
す
る
保

育
料
軽
減
事
業
、
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

の
浴
室
改
修
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

支
援
補
助
金
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
重
点
目
標
別
に
は
、｢

教
育
の

歳出

総 務 費
14億7,525万円
22.8％
（＋3億8,083万円）

　民 生 費
　10億2,740万円
　15.9％
（－6億9,150万円）

農林水産業費
4億9,375万円　7.6％

（＋4,332万円）

土 木 費
9億9,321万円
15.4％
（＋2億9,931万円）

公 債 費
7億5,846万円

11.7％
（＋3,557万円）

衛 生 費
5億5,132万円　8.5％

（＋3,848万円）

教 育 費
6億3,982万円　 9.9％
（＋2億3,966万円）

消 防 費
3億153万円　4.7％
（＋9,919万円）

そ の 他
1億2,294万円
1.9％
（－1,460万円）

商 工 費
1億632万円　1.6％
（＋1,507万円）

億円70

60

50

40
Ｈ25

64
億
７
，０
０
０
万
円

60
億
２
，３
０
０
万
円

63
億
５
，５
０
０
万
円

63
億
４
，６
０
０
万
円

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29年度

一般会計
当初予算額の推移

63
億
９
，７
０
０
万
円

〈その他内訳〉

議 会 費　��9,278万円　1.4％(－69万円)

災害復旧費　��2,491万円　0.4％(－39万円)

労 働 費　�　� 25万円　0.0％(－1,352万円)

予 備 費　���� 500万円　0.1％(±０万円)

※歳入、歳出とも％は総額に占める割合、(　�)は対前年度増減額
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こころ豊かな人を育むまちづくり　― 教育の振興と人材育成 ―
▶【拡】認定こども園運営事業　…………………………………… 　1億9,222万円
▶【拡】母子保健事業（妊婦検診公費負担、フッ化物洗口等） …… 　700万円
▶出産祝金（第１子から支給） …………………………………………  1,010万円
▶子育て医療費サポート事業（18歳までの医療費無料化） ………  1,982万円
▶【新】西会津小・中学校ＩＣＴ環境整備 …………………………… 　172万円
▶【新】西会津小学校屋外プール整備　 ………………………… 　2億5,180万円
▶西会津高校活性化対策事業（通学費等補助、修学資金貸付など）  804万円
▶ スポーツ大会参加補助金（ふくしま駅伝・市町村対抗野球・ソフトボール大

会への参加支援） ……………………………………………………… 　320万円
▶西会津国際芸術村事業（施設等整備） ………………………………  5,130万円
▶横町館跡本調査事業　 …………………………………………………  1,902万円
▶【新】スポーツ少年団育成補助金　 ……………………………………　50万円

豊かで魅力あるまちづくり　― 地域経済の活性化 ―
▶多面的機能支払交付金事業　 …………………………………………  4,526万円
▶中山間地域等直接支払事業　 …………………………………………  7,781万円
▶広葉樹林再生事業(広葉樹林を伐採･活用し、森林の再生を図る） 5,076万円
▶新規就農者ステップアップ支援事業(担い手･新規就農者経営支援） 300万円
▶園芸ハウス（３棟)・菌床栽培用ハウス（４棟）整備事業　 ……  3,367万円
▶健康な土づくり事業（土壌分析、小型農業機械購入補助） ………  　559万円
▶有害鳥獣対策事業　 …………………………………………………… 　452万円
▶活力ある地域づくり支援事業（地域づくり団体等への支援） …… 　300万円
▶企業支援補助金（町内企業の従業員研修費・資格取得費等を支援） 150万円
▶【新】魅力発信交流人口拡大事業（町ＰＲ動画製作・発信） …… 　211万円
▶【新】野沢まちなか活性化事業（まちなかへの誘客に向けた検討） 128万円
▶周遊促進事業（越後街道など） ……………………………………… 　315万円
▶定住・移住総合支援センター運営事業　 …………………………… 　670万円
▶【新】温泉健康保養施設大規模修繕（浴室等の修繕） ………… 　2,552万円
▶i.club事業（西会津高校の生徒による商品開発を支援） ………… 　250万円
▶【拡】地域おこし協力隊配置事業（７名配置） ………………… 　3,295万円
▶後継者対策事業（婚活事業） ………………………………………… 　400万円
▶ 定住住宅整備費補助金（45歳以下の若者・町への移住者に対する住宅取得

支援、住宅団地購入費支援） ………………………………………… 　500万円
▶町営住宅修繕事業（町営西原・下小屋住宅の維持修繕事業） ……  2,602万円

▲ 選手を鼓舞する監督と力走する選手。
　ふくしま駅伝から

▲ 伊藤町長から委嘱状を受け取る地域
おこし協力隊員

▲ 活力ある地域づくり支援事業を活用
して始まった安座のおとめゆり祭り

▲ こゆりこども園入園式から。
　１４０人が元気に入園しました

町民一人当たりの支出額　一般会計予算� ※平成29年４月１日現在の住民基本台帳人口�6,677人を基に算出
総 務 費 民 生 費 土 木 費 公 債 費 教 育 費

２２０，９４６円 １５３，８７１円 １４８，７５０円 １１３，５９２円 ９５，８２５円
役場の維持管理
や情報政策、交
通対策、選挙な
どに要する経費

高齢者･障がい
者･児童などの
福祉全般に要
する経費

道路整備や除
雪、町営住宅
管理などに要
する経費

借入金(町債)
の返済に要す
る経費

小中学校、スクー
ルバス、給食セン
ター、公民館など
に要する経費

衛 生 費 農林水産業費 消 防 費 商 工 費 議 会 費
８２，５７０円 ７３，９４８円 ４５，１６０円 １５，９２３円 １３，８９５円

予防接種や検
診、ごみ処理、
環境対策など
に要する経費

農林業の振興、
基盤整備など
に要する経費

喜多方広域消
防や消防団、
消防施設に要
する経費

商工業の振興
や観光事業に
要する経費

議会運営に要
する経費

※【新】… 新規事業　　【拡】… 拡大事業
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人と自然にやさしいまちづくり　― 健康づくりと安全・安心 ―
▶ 健康がいちばん推進事業（食と運動、健(検)診の連携による健康づくりとそ

の習慣化を目指すポイント事業の実施） …………………………… 　163万円
▶ 各種健(検)診事業（胃がん・子宮がん・乳がん・肺がん・大腸がん、基本健

診、特定健診等） ……………………………………………………… 1,932万円
▶ 高齢者予防接種事業（65歳以上高齢者のインフルエンザ・肺炎球菌ワクチ

ン接種費用の助成支援） ………………………………………………  1,285万円
▶ 小児予防接種事業（日本脳炎･麻疹･風疹･肺炎球菌･ヒブ･子宮頚がん･４種混

合･ポリオ･水痘のワクチン接種費用の助成） ………………………  1,011万円
▶精神保健事業（精神デイケア・にこにこ相談所の運営費） ……… 　316万円
▶高齢者の生きがい対策事業（老人クラブ・老人スポーツ支援） … 　353万円
▶ コミュニティ育成事業（自治区が管理する防犯灯・街路灯のＬＥＤ化工事等

への支援補助） ………………………………………………………… 　306万円
▶町民バス運行事業（デマンドバス・路線バス運行費） ……………  8,674万円
▶町道野沢安座線スノーシェッド修繕事業  ……………………………   4,000万円
▶町道野沢柴崎線道路整備事業（橋屋橋取り付け工事等） ……… 2億500万円
▶町道小学校線道路整備事業（改良舗装工事） ………………………   5,000万円
▶町道小山松峯線道路整備事業（改良舗装工事） ……………………  2,500万円
▶町道舗装修繕事業（老朽化の著しい舗装の計画的修繕） …………   3,000万円
▶町道橋りょう修繕事業（老朽化の著しい橋の計画的修繕） ………   3,100万円
▶【新】道路整備計画調査事業　…………………………………………  　700万円
▶雪処理支援隊事業　 …………………………………………………… 　328万円
▶上水道老朽化更新事業　 ………………………………………………  3,500万円
▶個別排水処理事業（浄化槽45基の整備） ……………………………  2,001万円
▶簡易水道施設整備事業（屋敷地区補助金） …………………………  6,328万円
▶ さゆり公園施設維持修繕事業（遊具・屋内プールボイラー・野球場スタンド

ベンチ更新等） …………………………………………………………  4,900万円
▶斎場施設整備事業（喜多方地方広域市町村圏組合負担金） ………  5,736万円
▶防災行政無線デジタル化整備事業　 …………………………………  6,200万円
▶ハザードマップ整備事業　 …………………………………………… 　301万円
▶屋敷地区急傾斜地対策事業（県営事業負担金） …………………… 　313万円

計画の推進　― 効率的・効果的な行政の推進と健全財政 ―
▶地方公会計整備事業（地方公共団体における公会計の導入） …… 　579万円
▶役場新庁舎整備事業　 …………………………………………… 　4億4,045万円

▲ 町民バス「野沢･坂下線」で登校する
西会津高校生

▲ 福島ホープス公式戦に沸いたさゆり
公園野球場

▲県代行事業で架け替えられる橋屋橋
　（本年度中に完成予定） 

▲ 健康がいちばん！2016のこゆりちゃん
寿司作りから

特 別 会 計 名 予 算 額 前年度比

工業団地造成事業 8,868万円 0.0％

住宅団地造成事業 605万円 △3.0％

下水道施設事業 1億6,364万円 △6.8％

農業集落排水処理事業 1億1,518万円 2.3％

個別排水処理事業 5,657万円 2.9％

　保険料や使用料など、特定の収入があり、収入の使
い道が決まっている会計

特 別 会 計 名 予 算 額 前年度比

後期高齢者医療 9,874万円 1.8％

国 民 健 康
保     険

事 業 勘 定 10億9,016万円 8.8％

診療施設勘定 3億9,350万円 39.6％

介護保険 11億1,028万円 0.8％

簡易水道等事業 6,915万円 1.2％

水 道 事 業
会     計

収益的収支 1億5,507万円 1.7％

資本的収支 1億2,857万円 32.7％

特別会計等の当初予算

平成29年度の主な事業
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新生活にわくわく　西会津小
　４月６日、西会津小で入学式が行われ、新１年生34
人が入学しました。保育所と違う雰囲気に少し緊張気
味の皆さんでしたが、式で名前を呼ばれると元気よく
｢はい」と返事をして起立しました。三留里

り お

桜さんが
代表で教科書を、渡部駿

しゅんすけ

佑くんら５人が入学記念品を
受け取り、式の最後には６年生の髙野駿

しゅん

さんが「明日
からお兄さん、お姉さんと一緒に登校し、元気に頑張
りましょう」と歓迎のことばを述べました。

目標に向かって励む　西会津高
　西会津高の入学式は４月10日に行われ、本年度は24
人が入学しました。式では、中野隆幸校長が新入生の
入学を許可し、｢今日の感動を忘れることなく、高い
志を持って学校生活を送ってください」と式辞を述べ
ました。続く来賓祝辞の後には、新入生を代表して齋
藤優

ゆ う と

翔さんが誓いのことばを述べ、｢それぞれの目標
に向かって実りある学校生活を送れるよう励んでいき
ます」と決意を固めました。

目標を持ち一歩ずつ　西会津中
　西会津中の入学式は４月６日に行われ、新たに38人
が入学しました。式では、新入生が一人ずつ呼名され
た後、校長式辞、来賓祝辞と続き、３年生の須藤諒

りょう

さ
んが「一緒に笑顔の絶えない西会津中をつくっていき
ましょう」と歓迎のことばを述べました。教科書は板
垣歩

あゆむ

さんが受け取り、長谷川姫
ひ な

菜さんが「感謝の気持
ちを忘れず、目標を持って一歩ずつ歩みを進めたい｣
と誓いのことばを述べました。
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設立40周年　町赤十字奉仕団
　西会津町赤十字奉仕団が設立40周年を迎え、４月５日
に記念式典が開かれました。式典では、鈴木満子委員長
が「町全体の奉仕団として活動を発展させていきたい｣
とあいさつした後、奉仕団の発展向上に尽くした山口サ
ト子さんに感謝状を贈りその功績をたたえました。また、
団員の赤十字事業に対する功績が認められ、矢部ひとみ
さんら10人には日本赤十字社から金色有功章が贈られま
した。奉仕団は昭和52年の設立以来、奥川マラソンなど
で地域に密着したボランティア活動を続けています。

空手｢型｣全国大会に出場　會士館
　３月28日、會士館の秦貞継館長らが町役場を訪れ、国
際親善第９回全日本型空手道選手権大会への出場を伊藤
町長に報告しました。伊藤町長は「入賞目指し頑張って
きてください」と激励金を手渡し、訪れた皆さんは「良
い報告ができるよう頑張ってきます」と意気込みを語り
ました。この全国大会は４月２日に国立代々木競技場第
２体育館で行われ、會士館から出場した皆さんは練習の
成果を存分に発揮しました。惜しくも入賞とはなりませ
んでしたが、４位や５位の成績を残すなど大活躍でした。

｢にしあいづ物語｣ の候補を紹介
　町では、町の歴史や文化を広く知ってもらうことを目
的に、３月25日、シンポジウム「そうだ、にしあいづ物
語を聴きに行こう！」を開催しました。シンポジウムで
は、県立博物館館長で町歴史文化基本構想等策定委員会
委員長の赤坂憲雄さんをコーディネーターに、町内各地
区から選ばれた５人のパネラーの皆さんが、それぞれの
地区に伝わる「にしあいづ物語」の候補を紹介しました。
町歴史文化基本構想等策定委員会では、今回の物語など
をまとめ、｢にしあいづ物語」の作成を進めていきます。

地域で支え合う意義を考える
　４月16日、町社会福祉協議会では、町内各地区で行っ
ている支え合い活動などの発表を聞きながら自分たちに
できる地域づくりを考えてもらうため、｢みんなで考え
る地域支え合い活動発表会」を開催しました。当日は、
特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセ
ンターの酒井保さんをコメンテーターに、サロン活動や
地域おこし活動に取り組む皆さんがその活動内容を発表
しました。会場に訪れた皆さんは、｢地域で支え合う」こ
との意義について、あらためて考えを巡らせていました。
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退
職[

３
月
31
日
付]

◎
大
竹
享(

企
画
情
報
課
長)

◎�

武
藤
恵
子(

健
康
福
祉
課
付
主

任
専
門
保
育
士
兼
係
長
に
し
あ

い
づ
福
祉
会
派
遣)

◎�

新
田
幸
恵(

健
康
福
祉
課
保
健

師
長)

◎�

五
十
嵐
悦
子(

学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー

次
長)

定
期
人
事
異
動[

４
月
１
日
付]

　

▼
企
画
情
報
課
長
矢
部
喜
代
栄

(

総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長)

▼

健
康
福
祉
課
主
幹
兼
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
こ
ゆ
り
こ
ど
も

園
長
渡
部
栄
二(

健
康
福
祉
課
長

補
佐
兼
福
祉
介
護
係
長[

介
護
担

当])

▼
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
福

祉
介
護
係
長[

介
護
担
当]

鎌
倉
康

裕(

学
校
教
育
課
長
補
佐)

▼
学
校

教
育
課
長
補
佐
兼
給
食
セ
ン
タ
ー

次
長
斎
藤
伸
也(

商
工
観
光
課
長

補
佐
兼
商
工
観
光
係
長)

▼
総
務

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
佐
藤
実

(

総
務
課
行
政
管
理
係
長)

▼
商
工

観
光
課
長
補
佐
船
橋
政
広(

健
康

福
祉
課
国
保
医
療
係
長)

▼
出
納

室
主
任
出
納
員
三
瓶
ひ
と
み(

奥

川
支
所
長)

▼
総
務
課
行
政
管
理

係
長
佐
藤
泰
久(

企
画
情
報
課
情

報
政
策
係
長)

▼
奥
川
支
所
長
鈴

木
利
博(

町
民
税
務
課
税
務
係
長

[

収
税
担
当])

▼
町
民
税
務
課
税

務
係
長[

収
税
担
当]

寺
田
悟(

健

康
福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉
介
護
係

長[
福
祉
担
当])

▼
町
民
税
務
課

町
民
生
活
係
長[

戸
籍
担
当]

上
野

美
子(

出
納
室
出
納
員)

▼
健
康
福

祉
課
国
保
医
療
係
長
齋
藤
洋
子

(

農
林
振
興
課
農
政
係
長)
▼
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
長
橋
谷
田
和

弘(

総
務
課
財
政
係
長)

▼
総
務
課

財
政
係
長
齋
藤
正
利(

総
務
課
主

査)

▼
企
画
情
報
課
情
報
政
策
係

長
武
藤
洋
一(

企
画
情
報
課
主
査)

▼
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
長

[

福
祉
担
当]

三
留
昭
生(

町
民
税

務
課
主
査)

▼
健
康
福
祉
課
子
育

て
支
援
係
長
齋
藤
淳(

健
康
福
祉

課
主
査)

▼
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
長
薄
清
久(

商
工
観
光
課
主

査)

▼
農
林
振
興
課
農
政
係
長
齋

藤
賢(

農
林
振
興
課
主
査)

▼
総
務

課
付
磐
梯
町
派
遣
江
川
恵
一(

農

林
振
興
課
主
査
併
農
業
委
員
会)

▼
総
務
課
主
査
二
瓶
晃
典(

総
務

課
付
北
塩
原
村
派
遣)

▼
企
画
情

報
課
主
査
小
林
和
洋(

健
康
福
祉

課
主
査)

▼
町
民
税
務
課
主
査
江

川
す
が
子(

建
設
水
道
課
主
査)

▼

町
民
税
務
課
主
査
五
十
嵐
国
幸

(

商
工
観
光
課
主
査)

▼
健
康
福
祉

課
付
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
石

井
里
恵
子(

国
保
西
会
津
診
療
所

看
護
師
長
兼
国
保
群
岡
診
療
所
看

護
師
長)

▼
健
康
福
祉
課
主
任
保

健
師
二
木
美
津
子(

健
康
福
祉
課

付
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣)

▼

商
工
観
光
課
主
査
齋
藤
俊
一
郎

(
町
民
税
務
課
主
査)

▼
建
設
水
道

課
主
査
小
柴
郁
子(

町
民
税
務
課

主
査)
▼
農
林
振
興
課
副
主
査
佐

藤
聖
矢(
総
務
課
主
事)

▼
総
務
課

付
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派

遣
田
崎
友
梨(
国
保
西
会
津
診
療

所
主
事
兼
国
保
群
岡
診
療
所
主

事)

▼
農
林
振
興
課
主
事
併
農
業

委
員
会
仲
川
恭
介(

建
設
水
道
課

主
事)

▼
訪
問
看
護
事
業
所
管
理

者
鈴
木
恵
子(

任
期
の
更
新)

※(　

)

内
は
旧
任

総務課 主事

古
ふる

�川
かわ

��祐
ゆう

�樹
き

　

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
住
み
よ
い
町
に
な
る
よ
う
、
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
出
身
＝
会
津
坂
下
町

健康福祉課 主事

秦
はた

�　��渉
しょう

�吾
ご

　

抱
負
＝
町
の
発
展
の
た
め
に
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
出
身
＝
さ
ゆ
り

が
丘

国保西会津診療所主事
兼国保群岡診療所主事

岩
いわ

�渕
ぶち

��琴
こと

�美
み

　

抱
負
＝
よ
り
住
み
や
す
く
、
よ

り
活
気
の
あ
る
町
に
な
る
よ
う
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
出

身
＝
西
郷
村

建設水道課 主事

横
よこ

�山
やま

��拓
たく

�也
や

　

抱
負
＝
道
路
や
水
道
の
管
理
な

ど
を
通
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。
出
身
＝
喜
多
方
市

学校教育課 主事

伊
い

�藤
とう

��徳
とく

�裕
ひろ

　

抱
負
＝
職
務
に
全
力
で
臨
み
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
良
い
生
活

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
出
身
＝
呼
賀

農林振興課 主査

渡
わた

�部
なべ

��　亮
りょう

　

抱
負
＝
２
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
町
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
人
事
交

流
＝
猪
苗
代
町
よ
り
派
遣

  
平
成
29
年
度
の
町
役
場
の
体
制

  
町
職
員
の
異
動
と
新
た
な
職
員
紹
介

新
採
用
職
員
・
人
事
交
流
職
員
紹
介
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　町では、町縦貫道路の整備を県と共に進めていま
す。このうち、県が町に代わって工事を行う町道野
沢柴崎線「橋屋橋」の架設工事は、平成28年度から
上部工の工事に取り掛かり、橋桁の工場製作を経て、
現在は平成29年度内の新しい橋屋橋完成に向けた本
格的な架設工事が進められています。
　今後も、県道部分の整備は引き続き県に要望しな
がら、町縦貫道路の早期完成に向け取り組んでいき
ます。

芸術担当

池
いけ

�田
だ

��麗
れい

�奈
な

　

抱
負
＝
町
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
よ
う
、
多
く
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
出
身
＝
山
形
県
酒
田
市

観光担当

佐
さ さ き

々木��祐
ゆう

�子
こ

　

抱
負
＝
町
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

の
人
に
発
信
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
出
身
＝
郡
山
市

集落支援担当

小
こ

�林
ばやし

��拓
たく

�也
や

　

抱
負
＝
少
し
で
も
早
く
地
域
に

馴
染
み
、
積
極
的
に
行
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
出
身
＝
栃

木
県
栃
木
市

　５月は「福島さわやか行政相談キャンペーン」期間
です。町では、右の日程で特設行政相談所を開設し、
役所や特殊法人などに関する苦情の相談に応じます。
　また、さまざまな人権問題に関する相談に応じる特
設人権相談所も併せて開設しますので、この機会にご
相談ください。

◆行政相談委員　　田　崎　宗　作�さん（小杉山）
◆人権擁護委員　　長谷川　孝　志 さん（森野）
　　　　　　　　　嶋　田　純　子 さん（下野尻）
　　　　　　　　　長谷川　成　博 さん（梨平）

◆行政相談委員の委嘱（再任）について
　総務省では、西会津町を担当する
行政相談委員として、田崎宗作さん
(小杉山)を委嘱しました。
　委員の任期は平成29年４月１日か
ら２年間です。

◆開催日時・会場
５月17日（水）
　午前９時30分～正午　新郷連絡所
　午後１時～３時30分　奥川みらい交流館
５月18日（木）
　午前９時30分～正午　保健センター
　午後１時～３時30分　町公民館
６月１日（木）
　午前10時～午後３時　町公民館
　※６月１日は人権相談のみ

◆問い合わせ先
　総務課･行政管理係（行政相談） ☎45－2211
　町民税務課･町民生活係（人権相談） ☎45－2215

本格的な工事が始まった新しい橋屋橋

  新たに３人が着任　地域おこし協力隊員

  新しい橋屋橋の本格的な工事始まる 町縦貫道路

新
隊
員
の
紹
介

  春の行政相談･人権相談を実施
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有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
【問い合わせ先】

企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

まちの人口（４月１日現在）

 （前月比）
　人　口 ６，６７７人　 （－５１人）
　 男  ３，２３０人　 （－２０人）
　 女  ３，４４７人　 （－３１人）
　世　帯 ２，７０９世帯　 （＋　１世帯）

ご結婚おめでとう
齋　藤　　　篤　　　　上野尻
小　貫　祥　子　　　　須賀川市

佐　藤　泰　寿　　　　石川町
三　留　朋　江　　　　６町内

お悔やみ申し上げます
須　藤　吉　鬼（64）　　洋　　　父　　２町内
橋谷田　申　壬（84）　新　一　　父　　４町内
鈴　木　輝　一（88）　秀　政　　父　　８町内
根　本　チャウ子（84）　　　朗　　母　　９町内１
伊　藤　ミツ子（86）　要一郎　　母　　堀　越
石　川　喜代治（77）　靖　典　　父　　安　座
平　野　ミ　チ（96）　輝　雄　　母　　安　座
渡　部　美代子（84）　康　弘　　母　　萱　本
薄　　　茂　子（70）　浩　行　　母　　上野尻
山　形　レイ子（84）　　正　　　母　　徳　沢
仲　根　チヨノ（92）　光　雄　　母　　滑　沢
渡　部　キ　ミ（99）　和　晃　 祖母 　戸　中
荒　海　ミキ子（85）　　勇　　　母　　小綱木

　４月の人事異動により、新たに西会津交番・奥川駐在所に着任した警察官の皆さんを紹介します。

中
なか

野
の め

目�一
かず

樹
き

��巡査
▶西会津交番、野沢地区担当。幸
町交番(喜多方市)から異動。抱負
＝皆さんに顔を覚えてもらえるよ
うに巡回連絡を多く実施し、早く
地域に溶け込みたいと思います。

田
た べ

部�悠
ゆうだい

大��巡査長
▶奥川駐在所、奥川地区担当。い
わき中央警察署から異動。抱負＝
初めての駐在所勤務となりますが、
若さと情熱を武器に地域の安全安
心を守っていきます。

小
こばやし

林�祥
しょうたろう

太朗��巡査
▶西会津交番、尾野本地区担当。
幸町交番(喜多方市)から異動。抱
負＝いち早く地域に溶け込み、顔
を覚えてもらえるよう、明るく仕
事に取り組んでいきます。

　このほかの各地区を担当する
警察官は昨年と同様で、次の
とおりです。
◆西会津交番
　野沢地区担当　白岩�道晃�所長
　群岡・新郷地区担当　野村�和正�巡査部長

有料広告欄 [詳細は広告主に問い合わせください]

戸籍の窓口  [３月受付分]

  こちら西会津交番･奥川駐在所です
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定
期
接
種
と
は
？

　

感
染
症
対
策
上
、
重
要
度
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
予
防
接
種
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
行
政
の
費

用
負
担
に
よ
る
接
種
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
一
定
の
年

齢
に
お
い
て
接
種
を
受
け
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
定
期
予

防
接
種
」
で
す
。
町
の
定
期
接
種

は
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
場
合
は
ぜ

ひ
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
の
ひ
と
つ
に
麻

し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
あ

り
ま
す
。
麻
し
ん
や
風
し
ん
は
特

に
感
染
力
が
強
く
、
か
か
る
と
重

篤
に
な
っ
た
り
、
合
併
症
を
起
こ

し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
実
に
予
防
す
る
た
め
に
は
２
回

の
予
防
接
種
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
接
種
の
対
象
と
な
っ
た
場

合
は
早
め
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

接
種
の
時
期
＝
１
回
目
は
１
歳
、

２
回
目
は
小
学
校
就
学
前
の
１
年

間
（
年
長
児
）

　

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
＝
免
疫

の
な
い
女
性
が
妊
娠
初
期
に
風
し

ん
に
感
染
す
る
と
、
出
生
児
に
先

天
性
心
疾
患
や
難
聴
、
白
内
障
な

ど
の
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
、
こ
れ
を
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
い
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
を
予
防
す
る
た

め
、
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し

て
い
る
女
性
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
健

康
福
祉
課
・
子
育
て
支
援
係(

☎

45
―
４
３
３
２)

に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

肺
炎
は
わ
が
国
の
死
亡
原
因
の

第
３
位
と
な
っ
て
お
り
、
日
常
的

に
生
じ
る
成
人
の
肺
炎
の
う
ち
、

４
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
は
肺
炎

球
菌
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染

症
は
、
健
康
で
十
分
な
免
疫
力
が

あ
る
場
合
、
ま
ず
か
か
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
風
邪
を

ひ
い
た
後
や
体
調
を
崩
し
た
と
き

な
ど
、
何
ら
か
の
原
因
で
免
疫
力

が
低
下
す
る
と
、
肺
炎
球
菌
に
よ

る
感
染
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
免
疫
力
は
加
齢

と
と
も
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。
高

齢
に
な
る
ほ
ど
感
染
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
の
で
、
予
防
接
種
は

確
実
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
度
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
の
対
象
者
＝
平
成
29
年

４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０

０
歳
に
な
る
人
で
、
初
め
て
肺
炎

　

予
防
接
種
は
、
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
、
そ
の
症
状
を
和
ら

げ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
病
気
の
ほ
と
ん

ど
は
、
感
染
力
が
強
く
、
一
度
発
症
す
る
と
有
効
な
治
療
法
が
な
か
っ
た

り
、
重
症
化
す
る
と
後
遺
症
が
残
る
割
合
や
死
亡
率
が
高
か
っ
た
り
し
ま

す
。
感
染
症
の
発
症
や
流
行
を
防
ぐ
た
め
、
予
防
接
種
は
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
人

予
防
接
種
は
計
画
的
に

受
け
ま
し
ょ
う

　

定
期
予
防
接
種
で
は
、
接
種
の

対
象
と
な
る
年
齢
、
病
気
の
性
質

な
ど
か
ら
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
「
標
準
的
接

種
期
間
」
や
、
接
種
回
数
、
接
種

間
隔
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

複
数
回
接
種
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
体
調
が
悪
い

た
め
予
定
の
日
に
接
種
で
き
ず
、

接
種
間
隔
が
長
く
空
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
定
の
回
数

の
接
種
を
確
実
に
済
ま
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。

接
種
期
間
が
１
年
間
と
決
め
ら
れ

て
い
る
予
防
接
種
な
ど
は
、
体
調

の
良
い
時
期
に
早
め
に
接
種
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
は 

朝
が 

い
ち
ば
ん

予
防
接
種
で
感
染
症
を
し
っ
か
り
予
防
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西小わくわくクラブ「ケーキ作り｣ さゆり中学「自然探勝｣ 女性講座「編み物教室｣

　平成29年度の主な講座や教室を紹介します。詳しい内容や申し込み手続きについては、各世帯に配布する

チラシやケーブルテレビをご覧ください。皆さんの参加をお待ちしています。

平成29年度 講座·教室紹介

講座（教室）名 対　　　象 実施時期
（予　定） 会　　　場 内　　　　　　　容

西小わくわくクラブ
（休日活動） 小学生 ５月～２月 町公民館など

地域の皆さんと一緒にニュースポーツや工
作、料理などの体験活動を行う。月１回程
度、土・日曜日、祝日などに実施。

キッズランニング
クラブ 小学４～６年生 ５月～３月 さゆり公園など

ランニングなどを行って走ることに親し
み、町内外のマラソン大会に参加する。月
２回程度、土曜日に実施。

子ども英語教室 小学３～６年生 ６月～３月 町公民館
外国語指導助手を講師に、歌やゲームなど
を通して英語や外国文化に親しむ。第２火
曜日の夜間に実施。

英会話教室 中学生以上 ６月～３月 町公民館
外国語指導助手を講師に日常英会話を学習
する。初級、中級を選択可能。火曜日の夜
間に実施。

女性講座 18歳以上の女性 ５月～２月 町公民館など 歴史、自然、芸術、文化など幅広い分野の
学習や軽スポーツを行う。平日に実施。

ヨガ教室 15歳以上 ５月～12月 町公民館 ヨガの姿勢や呼吸法を学ぶ。
毎月第２・第４水曜日の夜間に実施。

はつらつ
スポーツ講座 60歳以上 ５月～３月 町公民館など カローリング、カーリンコン、グラウン

ドゴルフなどを行う。平日に実施。

さゆり中学 18歳以上 ６月～12月 町公民館など 西会津に関わる歴史や町内外の自然、芸術
文化などを学ぶ。平日に実施。

陶芸教室 18歳以上 ５月～12月 老人憩の家 陶芸を基礎から学ぶ。
毎週水・木曜日に実施。

出前講座
自治区・老人クラブ
などの団体、グループ

４月～３月 自治区集会所や
町公民館など

団体やグループの要望により、歴史、自然、
文化、スポーツなどの教室を行う。申し込
みは随時受け付け中。

昔語り講座 18歳以上 ５月～12月 町公民館など 民話や昔語りを聞き、地域文化や方言につ
いて学習する。平日に実施。

ものづくり教室 18歳以上 ５月～９月 町公民館 エコクラフトバッグ、つるし雛作りなど
を基礎から学ぶ。平日に実施。

にしあいづ物語
講座

どなたでも参加
できます ５月～３月 町公民館など

地域に伝わる民話や伝説、文化財など、地域
の宝をもとに作った「にしあいづ物語１００
選」を題材にして講座を行う。平日に実施。

【申し込み・問い合わせ先】町公民館　☎４５－３２４４
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渡部  香
かおる

さん（４月号）からメッセージ
　次、よろしくお願いします。

中西  広
ひろかず

一  さん [芝草]

町民

バトンタッチ

趣味は？
　渓流釣り

熱中していることは？ 
　地図のパズル

あなたのモットーは？ 
　健康第一

自分を一言で表現するとしたら？
　優柔不断

これからやってみたいことは？
　海釣り。大物を釣ってみたい

次の方を紹介してください
　Ｍ・Ｗさん（５町内）

宝
物
は
？
『
シ
ク
ラ
メ
ン

の
鉢
植
え
。
高
校
卒
業
の

と
き
に
買
い
ま
し
た
。
芽

し
か
出
な
い
と
き
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
何
と
か

咲
い
て
く
れ
て
い
ま
す』

作 品 名『うさぎ』
作品紹介『水墨画と聞いてただ黒く塗ればいい

と考えていた私。どっこい違うカルチャーで
す。墨の濃淡で雰囲気を出すなど、会の皆さ
んの励ましの言葉で今まで続けることができ、

　これだけ描けるようになりました』

町民

ギャラリー
今月は、四君子会(水墨画)

尾﨑 サト子 さんの作品です。

　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自分
が思い描く夢や目標を話してもらっています。今
月は３年・渡部美優さんです。

わたしの夢―
　｢私は将来、子どもに携わることができる職業
に就きたいと考えています。そう思うようになっ
たきっかけは、２年生のときの職場体験で西会津
小に行ったことです。子どもたちがかわいいと思
うと同時に、子どもたちに何かを教えることが楽
しいと感じました」

努力していること―
　｢毎日の勉強はもちろん、子どもだけでなく誰
にでも優しくできるよう心掛けています｣

未来の自分に一言―
　｢何事にも一生懸命取り組んでいますか？自分
よりも大切にしたいと思える人はいますか？就き
たいと考えていた職業に就くことができました
か？どんなことにも本気で頑張ってください」

聞いて！
わたしの夢

ソフトボール部  部長

渡部  美
み

優
ゆう

 さん
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今��

月��

の��

表��

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
こ
ゆ
り
こ
ど

も
園
で
行
わ
れ
た
英
会
話
教
室
か

ら
。
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
は
ゆ
り

組
さ
ん
か
ら
英
会
話
教
室
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
よ
り
小
さ

な
う
ち
か
ら
英
語
に
親
し
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

編���

集���

後���

記

　

暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
春

で
す
。
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
何

だ
か
や
る
気
も
増
し
て
き
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
西
会
津
の
春
は
、
花

や
山
開
き
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

私
は
遊
び
に
（
取
材
に
）
行
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

仕
事
は
楽
し
く��

長
谷
川
祐
一

　道の駅裏の田沢川（以前は橋があった）
を渡り、少し上った段丘上に野沢の人たち
が「聖人様」と呼ぶ「本海壇」があります。
そこにはこんな話が伝わっています。
　野沢宿がほぼ出来上がりつつあるころ、
本海という行人（修験者）がやってきて、
高灯籠を掲げ祈祷をしていたら、その火が
漏れて宿場が全焼してしまいました。その
後、宿場は火災が絶えないため、陰陽師に
占ってもらうと本海の恨みであるというの
で、宿場では毎年７月15・16日の夜、家ご
とに高さ６間の高灯籠を掲げて本海の霊魂
を慰めたそうです。さらに禍

わざわい

転じて吉祥に
するため本海を火防鎮火の聖人として壇を
築いて「お聖人様」として崇

あが

めました。
　このように宿場をあげて本海の霊魂を慰めたり崇めたりした
のは、宿場の人々が本海に対してむごい仕打ちをしたことを悔
いてのことではないでしょうか。
　｢旧記書｣（喜島屋山本定平著）によると明和６年（1769）こ
ろ、田沢川火防聖人の塚は毎年８月18日にまつりや相撲、狂言、
太神楽、念仏踊が行われ、近村隣郷の人々が集い、大変なにぎ
わいであったようです。いつのころからか高灯籠を掲げること
はなくなり、奉納相撲だけが昭和30年代の初めごろまで行われていました。昭和初年ごろは触れ太鼓
や新町の聖人様入口に組まれた櫓

やぐら

太鼓が打ち鳴らされ、大勢の人々が集い、狭い本海壇周辺に出店も
出て大にぎわいであったそうです。当時の相撲の様子や化粧まわしの写真が「ふるさと自慢館」に掲
示されています。参考文献＝『新編会津風土記』、『西会津史談 第７号』（根本一 ｢原町お聖人様｣）

▲�ローレン先生と一緒に英語を
楽しむゆり組の児童たち

▲ 本海の墓石

▼相撲が行われた場所

本海壇

西会津消防署

道の駅にしあいづ

国道49号

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選　  　その１

本
ほんかいだん

海壇(聖
しょう

人
にんさま

様)と相撲

文：田崎  敬
たかのぶ

修 さん


